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する論旨は、わが国古代における邪鬼観の形成の問題を考える上でまことに興味深い。 
 第３部における日本中世の邪鬼の思想的背景に関する論述は、當麻寺金堂多聞天像（第７章）、静岡・願
成就院毘沙門天像（第８章）、和歌山・慈尊院四天王像（第９章）の邪鬼を取り上げ、武家政権下における
個別的な事例研究を通して、それぞれの造像背景について検討する。第１部において指摘された 12 世紀後半
以後の造形面での変化を、主体性・能動性を強調する中世の邪鬼観のあらわれと捉え、そこに四天王護国思
想に立脚した古代の邪鬼観からの乖離を認める論旨には説得力がある。特に武器や蛇を握る邪鬼の造形を武
家政権下における権力の正当化の問題と結びつけて論じた点は、北条時政発願の願成就院毘沙門天像の制作
背景に新たな視点を提供しており、あらためて注目する必要があろう。 
 本論文は、美術史学の立場からの日本の邪鬼に関するはじめての体系的な研究成果である。その造形史や
思想背景に関する通史的な解釈は、今後の邪鬼の研究において指針となるものといえ、高く評価することが
できる。 
 
 
 
